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１
月
31
日
執
行
の
能
美
市
長
選
挙
お
よ
び
能
美
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

は
、
告
示
日
で
あ
る
１
月
24
日
の
午
後
５
時
に
お
い
て
、
届
出
の
あ
っ
た
立

候
補
者
数
が
選
挙
す
べ
き
人
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
両
選
挙
と
も
無
投

票
と
な
り
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
能
美
市
選
挙

管
理
委
員
会
が
２
月
４
日
に
開
催
さ
れ
、
委

員
長
に
松
岡
勝
司
さ
ん
、
委
員
長
代
理
に
林

忠
男
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
同
委
員
会

の
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

任
期
は
令
和
３
年
２
月
４
日
〜
令
和
７
年

２
月
３
日
で
す
。

能
美
市
長
選
挙
お
よ
び

能
美
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
結
果

能
美
市
選
挙
管
理
委
員
会
の

新
委
員
を
紹
介
し
ま
す

主
な
で
き
ご
と

　
　

井い

で出
敏と
し
あ
き朗
（
無
所
属
）
無
投
票

　

任
期
は
令
和
３
年
２
月
27
日
〜

令
和
７
年
２
月
26
日
で
す
。

　
　

今い
ま
お尾

晃こ
う
じ司

（
無
所
属
）
無
投
票

　

任
期
は
令
和
３
年
２
月
１
日
〜

令
和
３
年
10
月
31
日
で
す
。

当当 能
美
市
長
選
挙

能
美
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

コ
ン
サ
ー
ト
中
に
災
害
発
生
！

防
災
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
トw

ith

避
難
体
験
を
開
催

災
害
伝
承
講
演
会
を
開
催

「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
通
信
サ
ー
ビ
ス

確
保
の
た
め
の
連
携
訓
練
」
を
実
施

突然の地震から身を守る参加者の様子 自身の被災体験を語る大内さん

訓練の様子

コ
ン
サ
ー
ト
の
最
中
に
災
害
が
発
生
し
た
ら
ど
う
す

る
…
そ
ん
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
た
防
災
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

w
ith

避
難
体
験
が
１
月
24
日
、
市
防
災
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

白
石
英は
な
え恵
さ
ん
に
よ
る
サ
ウ
ル
ハ
ー
プ
や
、
能
美
オ
カ

リ
ナ
倶
楽
部
き
ら
ら
ス
マ
イ
ル
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
が

披
露
さ
れ
る
中
、
突
然
、
地
響
き
の
音
と
と
も
に
緊
急
地

震
速
報
が
鳴
る
と
、
参
加
者
は
身
を
守
る
ポ
ー
ズ
を
と
り
、

そ
の
後
屋
外
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
音
楽
で
癒
さ
れ
、
家
族
と
一
緒
に
緊
急
時

の
対
応
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

能
美
市
は
２
月
14
日
、
災
害
伝
承
講
演
会
を
市
防
災
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
、
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
当
日
、
住
民
た
ち
自
ら
迅
速
に
避
難
行

動
を
開
始
し
た
仙
台
市
福
住
町
。
後
に
「
福
住
町
方
式
」

と
評
価
さ
れ
る
、
そ
の
取
り
組
み
の
中
核
的
存
在
で
あ
る

大
内
幸
子
さ
ん
（
仙
台
市
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
）
を
語
り

部
に
招
き
、
地
域
防
災
を
学
び
ま
し
た
。

　

大
内
さ
ん
は
「
私
た
ち
は
災
害
の
被
害
を
皆
無
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
軽
減
す
る
減
災
は
で
き
る
。
全
国

ど
こ
で
も
災
害
が
起
き
る
時
代
。
危
機
意
識
を
持
ち
助
け

合
い
、
乗
り
越
え
て
」
と
訴
え
、
参
加
者
は
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

能
美
市
は
総
務
省
と
合
同
で
、

２
月
12
日
、「
大
規
模
災
害
時
に

お
け
る
通
信
サ
ー
ビ
ス
確
保
の
た

め
の
連
携
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

訓
練
は
、
能
美
市
直
下
を
震
源

と
す
る
大
地
震
が
発
生
し
、
県
内

の
広
い
範
囲
で
通
信
が
途
絶
し
て

い
る
と
の
想
定
で
、
能
美
市
内
の

通
信
機
能
を
復
旧
さ
せ
る
と
い
う

も
の
で
、
総
務
本
省
、
北
陸
総
合

通
信
局
、
金
沢
地
方
気
象
台
、
石

川
県
及
び
電
気
通
信
事
業
者
５
者

（N
TT

西
日
本
・N

TT

ド
コ
モ
・

KD
D
I

・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
・
北
陸

電
力
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
市
災
害
対
策
本
部

に
お
い
て
、
危
機
管
理
課
職
員
が

被
害
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た

後
、
井
出
市
長
か
ら
速
や
か
に
通

信
の
復
旧
に
取
り
組
む
よ
う
指
示

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
通
信
関
係
者
等
に
よ

る
調
整
会
議
を
行
い
、
被
災
状
況

の
把
握
を
進
め
る
と
と
も
に
、
当

局
の
移
動
電
源
車
や
衛
星
携
帯
電

話
の
貸
与
等
の
手
続
き
な
ど
を
経

て
、
復
旧
を
加
速
化
す
る
と
い
う

手
順
で
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
石
川
県
災
害
対
策
本
部

に
お
い
て
も
、
県
内
の
被
災
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
、
被
害
が
大
き

い
能
美
市
へ
の
支
援
に
関
す
る
連

絡
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
屋
外
に
お
い
て
電
気

通
信
事
業
者
５
者
に
よ
り
、
災
害

時
に
活
用
が
期
待
さ
れ
る
移
動
電

源
車
や
可
搬
型
衛
星
ア
ン
テ
ナ
等

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
の
町
会
・
町
内
会
長
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

地
域
の
世
話
役
と
し
て
、
ま
た
住
民
の

皆
さ
ま
と
市
役
所
を
結
ぶ
大
切
な
パ
イ
プ

役
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
町
会
・
町
内
会

長
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
て
い
く
上
で
、
要
か
な
め
と
な
る
方
々
で
す
。

　

今
年
お
世
話
い
た
だ
く
各
町
会
・
町

内
会
長
74
名
の
お
名
前
を
掲
載
し
ま
す

（
敬
称
略
）。

町　名 氏　名
赤井町 橋本 哲治
西任田町 佐々木 弘
五間堂町 廣田 孝司
中庄町 築田 康平
福岡町 西村 成人
西二口町 山本 憲宏
中ノ江町 南 昭憲
高坂・根上町 山本 郁夫
下ノ江町 米光 一彦
浜開発町 澤田 祐司
大成町 川越 清一
福島町 朝日 勉
吉原町 吉本 豊一
吉原釜屋町 森 幹弥
大浜町 亀田 忠幸
中町 山先 満広
浜町 中村 光雄
道林町 中田 強
山口町 宮村 憲司
寺井町 北野 勉
小長野町 山本 俊光
大長野町 西田 外喜夫
小杉町 北村 司
末信町 東森 正則
牛島町 竹本 敏晴

町　名 氏　名
佐野町 辰巳 平一
泉台町 加藤 綾子
湯谷町 西田 啓
石子町 中 誠
末寺町 松本 幹夫
秋常町 北野 賢一
新保町 田中 正人
粟生町 重田 勝年
三道山町 中西 紀三夫
吉光町 油 和之
東任田町 佐々木 純樹
緑町 木津 衛
和佐谷町 谷本 二郎
岩本町 滝本 龍一
灯台笹町 山下 正幸
大口町 小坂 保司
宮竹町 橋場 里志
三ツ口町 村上 信男
長滝町 中川 秀和
莇生町 元村 紀人
岩内町 伴場 博夫
火釜町 南 和夫
来丸町 東 茂昭
山田町 和多 智
三ツ屋町 宮下 敏広

町　名 氏　名
倉重町 大滝 勝永
出口町 米田 毅
辰口町 畔田 保之
湯屋町 北山 雄二
上徳山町 大江 勉
下徳山町 竹本 孝志
上開発町 片山 國男
下開発町 北 建一
徳久町 清水 敏人
荒屋町 喜多 外茂二
高座町 中田 浩一
下清水町 中川 功市
上清水町 竹田 一春
北市町 松田 浩二
和気町 東 尚良
和光台 辻嵐 晴美
寺畠町 南 憲明
舘町 前田 啓人
金剛寺町 紙野 勇
坪野町 髙田 浩
鍋谷町 辻 幸徳
仏大寺町 向出 裕行
緑が丘 福田 昭夫
松が岡 南 盛二

◆選挙管理委員
松
まつおか

岡 勝
しょうじ

司（牛島町）
林
はやし

　　忠
ただお

男（緑が丘）
吉
よした

田 健
けんぞう

造（吉原釜屋町）
林
はやし

　　雅
まさこ

子（中町）
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川
端
修
氏
が
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等
表
彰
を
受
賞

　

県
弓
道
連
盟
参
与
で
あ
り
能
美
市
弓
道
協
会
名
誉
会
長
で
あ
る
川
端
修
さ
ん
（
大

成
町
）
が
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。
川
端
さ
ん
は
、
県
弓
道
連
盟
の
中
枢
役
員
と
し
て
の
活
躍
さ
れ
、

ま
た
選
手
育
成
や
初
心
者
教
室
の
講
師
を
務
め
る

な
ど
、
長
年
に
わ
た
っ
て
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
県

内
の
弓
道
関
係
者
の
受
賞
は
初
め
て
で
す
。

2
月
4
日
、
川
端
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、
受

賞
の
喜
び
を
井
出
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

川
端
さ
ん
は
「
弓
道
は
老
若
男
女
ハ
ン
デ
が
な

い
の
が
良
い
と
こ
ろ
。
こ
れ
か
ら
も
弓
道
を
通
し

て
、『
的
（
目
標
）』
に
向
か
っ
て
生
き
る
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

川端さん（左）と井出市長

室谷社長に感謝状が手渡されました

車
椅
子
３
台
を
寄
贈

辰
口
自
動
車
販
売
株
式
会
社
へ
感
謝
状

　

辰
口
自
動
車
販
売
株
式
会
社
か
ら
市
へ
車
椅

子
3
台
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
月
8
日
、室
谷
眞
一
代
表
取
締
役
社
長
と
、

同
社
と
提
携
し
て
い
る
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ

同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
の
富
加
見
俊
彦
金
沢

支
店
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
井
出
市
長
か
ら
室

谷
社
長
へ
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
出
市
長
は
「
福
祉
充
実
の
た
め
に
、
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
御
礼
を
述
べ

ま
し
た
。
車
椅
子
は
社
会
福
祉
協
議
会
で
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

能
美
の
女め

ぐ
み組
に
消
防
車
両
を
配
備
し
ま
し
た

市
内
小
中
学
校
の
た
め
に
ご
寄
附

ハ
ウ
メ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
へ
感
謝
状

能
美
市
民
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催

小
中
学
生
「
環
境
標
語
」
入
賞
作
品
決
定

配備された消防車両

お披露目の様子

ダヴィッド・ランベール社長（左）と
井出市長

　

２
月
10
日
、（
公
益
財

団
法
人
）
日
本
消
防
協

会
よ
り
能
美
市
消
防
団

に
交
付
を
受
け
た
消
防

団
防
災
学
習
・
災
害
活

動
車
両
の
お
披
露
目
を

能
美
市
役
所
に
て
行
い

ま
し
た
。

　

車
両
に
は
防
災
学
習

資
機
材
や
災
害
活
動
資

機
材
が
多
数
付
属
さ
れ

て
お
り
、
今
後
は
主
に

　

ハ
ウ
メ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
か
ら
市
内
小
中
学
校
へ
理
数
科
教
育
の
推

進
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
４
万
米
ド
ル
の
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
月
14
日
、
井
出
市
長
が
同
社
を
訪
問
し
、
ダ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
ラ
ン
ベ
ー
ル
代
表
取
締
役
社
長
へ
感

謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

井
出
市
長
は
「
電
子
黒
板
等
の
購
入
や
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
伴
う
機
器
整
備
費
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ぜ
ひ
授
業
の
雰
囲
気
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と

御
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

家
庭
で
の
エ
コ
活
動

や
能
美
市
の
自
然
環
境

を
よ
り
意
識
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
市
内
各
小

中
学
校
か
ら
募
集
し
た

「
環
境
標
語
」
の
優
秀
作

品
3
作
、
入
選
30
作
が

決
ま
り
ま
し
た
。
賞
状

や
副
賞
は
各
学
校
を
通

じ
て
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
作
品
（
敬
称
略
）

◆
ゴ
ミ
拾
い　

誰
か
じ
ゃ
な
く
て　

自
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

筒つ
つ
い井
蒼そ
う
た太
（
福
岡
小
6
年
）

◆
分
別
は　

ご
み
を
へ
ら
す　

第
一
歩

　
　
　
　
　
　
　
　

小こ
や
な梁
美み

く空
（
宮
竹
小
4
年
）　

◆
守
る
た
め　

ト
キ
も
え
さ
場
も　

よ
く
知
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

山や
ま
も
と本
旺お
う
き輝
（
和
気
小
6
年
）

祝
百
寿　

原
田
さ
ん　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

祝
百
寿　

打
田
さ
ん　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご家族に囲まれる原田さんと井出市長井出市長と打田さんとご家族

1
月
16
日
、
原
田
芳
昇
さ
ん
（
浜
町
）
が
め

で
た
く
100
歳
を
迎
え
ら
れ
、
井
出
市
長
か
ら
お

祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

花
木
が
好
き
で
盆
栽
が
趣
味
の
原
田
さ
ん
。

現
在
も
杖
を
必
要
と
せ
ず
し
っ
か
り
と
歩
か

れ
て
い
ま
す
。
好
物
は
ス
テ
ー
キ
で
、
何
で
も

好
き
嫌
い
な
く
ゆ
っ
く
り
召
し
上
が
る
そ
う
で

す
。

　

長
生
き
の
秘
訣
は
「
普
段
か
ら
運
動
す
る
こ

と
、
物
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と
」
と
話
さ
れ
、

ご
家
族
に
囲
ま
れ
て
「
お
か
げ
様
で
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
笑
っ
て
お
い
で
ま
し
た
。

2
月
11
日
、
打
田
弘
司
さ
ん
（
大
成
町
）
が

め
で
た
く
100
歳
を
迎
え
ら
れ
、
井
出
市
長
か
ら

お
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

打
田
さ
ん
は
、
お
仕
事
は
国
鉄
で
働
い
た
り
、

靴
屋
を
営
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

　

野
菜
や
果
物
、
お
刺
身
が
好
物
で
、
長
寿
の

秘
訣
は
「
何
で
も
好
き
嫌
い
せ
ず
よ
く
噛
ん
で

食
べ
る
こ
と
」
と
話
さ
れ
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど

を
畑
で
作
り
配
っ
た
り
す
る
こ
と
が
楽
し
み
だ

っ
た
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

金
剛
寺
町
自
主
防
災
組
織
が
知
事
表
彰
を
報
告

左から田中さん、小路さん、井出市長、紙野会長

1
月
19
日
、
令
和
２
年
度
自
主
防
災
組
織

等
知
事
表
彰
を
受
賞
し
た
金
剛
寺
町
自
主
防

災
組
織
の
紙
野
勇
会
長
と
同
組
織
で
防
災
士

の
小
路
雅
広
さ
ん
、
田
中
英
美
子
さ
ん
が
井

出
市
長
に
受
賞
の
喜
び
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

金
剛
寺
町
は
、
町
会
行
事
に
は
多
く
の
町

民
が
参
加
す
る
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
の
見
守

り
の
意
識
も
町
全
体
に
根
付
き
自
治
意
識
の

高
い
ま
と
ま
り
の
あ
る
町
で
あ
り
、
平
成
27

年
度
に
金
剛
寺
町
自
主
防
災
組
織
を
結
成
以

降
、
町
全
体
で
継
続
的
な
活
動
を
続
け
て
い

る
組
織
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
で
き
ご
と

能
美
市
消
防
団
女
性

分
団
（
能
美
の
女
組
）

が
地
域
住
民
の
防
火

思
想
の
向
上
を
目
的

に
、
広
報
活
動
等
に
活

用
し
て
行
き
ま
す
。


